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はじめに
野生鳥類の寿命は，鳥類の繁殖など生活史に

かかわる戦略（たとえば短命だが多く子を残す
か，長命だが少ない産子数か，など）を理解し
たり，体サイズや代謝率と長命化あるいは短
命化の関係といった比較生物学的な視点など，
様々な側面から注目される要素である．鳥類の
生存期間の情報を蓄積することは，鳥類の生態
を解明するための一環として必要である．日本
産鳥類の生存期間については，山階鳥類研究所

（2002）が 1961 年から 1995 年までの標識調
査の結果から，放鳥後 5 年以上経過したのち再
捕獲された個体の生存情報の最長記録 1 例ず
つを「長期経過後の回収例」として報告してい
る．また，環境省が実施している鳥類標識調査
事業における毎年度の報告書中に初放鳥後の経
過期間が更新された記録のみが報告されている

（e.g. 環境省 2025）．その他，日本産鳥類全般

の報告として，吉安ら (2020) が 1967 年から
2017 年の 50 年間に実施した鳥類標識調査の
回収データ結果を整理し，再捕獲の記録のある
種の上位 2 記録を日本産鳥類の生存期間として
報告している． 

本論文では標識調査の再捕獲・再確認情報か
ら得られた鳥類の寿命について報告する．鳥類
の寿命はその生活史戦略と密接に関連してお
り，島嶼という空間的・生態学的に制約された
環境における鳥類の適応や生活史の理解を深め
る上で本報告は意義があるものと考える． 

調査地及び調査方法
調査地は三宅島の中央部にある雄山の北西側

の山腹（緯度 34°11′4″，経度 139°54′7″）
にあり，標高 77 m の地域である ( 図 1，Fig.1)

調査地及びその周辺の環境は常緑広葉樹
林となっている．樹林を構成している植物

図 1．調査地
Fig. 1. Survey area
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は， 高 木 層 は ス ダ ジ イ Castanopsis sieboldii，
タ ブ ノ キ Machilus thunbergii が 優 占 し て お
り，オオシマザクラ Cerasus speciosa，オオバ
ヤ シ ャ ブ シ Alnus sieboldiana， テ イ カ カ ズ ラ
Trachelospermum asiaticum var. asiaticum な ど
が生育している．低木層から亜高木層はヤブ
ツバキ Camellia japonica が優占しており，そ
の他，オオムラサキシキブ Callicarpa japonica 
var. luxurians などが生育している．林床にはほ
とんど植物の生育は見られないが，一部にシダ
植物やアオノクマタケラン Alpinia intermedia が
生育している．植物の種名及び学名は米倉・梶
田（2003-）に準拠した．林内には幅 2.5 ｍほ
どの未舗装の私道が通っている . 調査はこの道
沿いに 36㎜× 36㎜メッシュ，長さ 12 ｍのカ
スミ網を 4 枚設置し行った．

今回は 2015 年から 2025 年の 2 月～ 12 月
に捕獲された 18 種 378 個体のうち 6 ヵ月以上
経過後に再捕獲された 8 種 38 個体の生存年数
について報告する．なお本稿における “ 生存年
数 ” は，初放鳥から再捕獲されるまでの年月と
した． 2020 年は新型コロナウイルスによる疾
病が流行っており，島への渡航が難しかったた
め，実施しなかった．

捕獲時の性・齢については，山階鳥類研究所
（2009），Svensson（2011）， を 参 考 に 羽 色，
測定値，繁殖期の総排泄口の形状（オスは突出
する），齢については，虹彩の色，羽色，頭骨
の骨化の状況，尾羽の形状，幼羽の有無，ツグ
ミ類については大雨覆先端の GC 斑等，オオコ
ノハズクについては深井 (2017) を基に総合的
に判断した．性，齢が識別できなかった個体に
ついては，性不明，齢不明，性・齢不明として
記録した．

また鳥類標識調査の実施に際しては，山階鳥
類研究所を通じて，環境省の「鳥獣捕獲許可証」，

「国内希少野生動植物種等捕獲許可」，東京都教

育委員会の「天然記念物の現状変更許可」を，
放鳥・回収データの使用には山階鳥類研究所の
許諾（許可番号：山階保全第 7-95 号）を得た．
三宅村指定の天然記念物の現状変更許可につい
ては，所管する三宅村教育委員会に確認し，了
承を得た．

結果と考察
本調査で対象期間中に再捕獲された種は，捕

獲数の多い順にアカコッコ Turdus celaenops，メ
ジロ（亜種シチトウメジロ）Zosterops japonicus

（Z. j. stejnegeri），ヤマガラ（亜種：オーストン
ヤ マ ガ ラ ）Sittiparus varius（S. v. owstoni）， コ
マドリ（亜種 : タネコマドリ）Larvivora akahige 

（L. a. tanensis），イイジマムシクイ Phylloscopus 

ijimae，シジュウカラ（亜種：シジュウカラ）
Parus cinereus（P. c. minor），ウグイス（亜種：
ウグイス）Horornis diphone（H. d. cantans），オ
オコノハズク（亜種：オオコノハズク）Otus 

semitorques（O. s.  semitorques）の 8 種である．
これらの種は，夏鳥のイイジマムシクイを除

くと三宅島ではいずれも留鳥である．
調査地周辺での生息状況は，メジロ，コマド

リ，ウグイスは，周年生息しているが，アカコ
ッコ，ヤマガラ，シジュウカラは秋季から冬季
には生息個体数が春季から夏季に比べ少なくな
る傾向がみられ，島内の別の場所へ移動してい
る可能性が高い．また，オオコノハズクは，冬
季のみ捕獲され，姿，鳴き声等も春季から秋季
には確認できないため，調査地及びその周辺は
越冬地として利用しているものと考えられた．
再捕獲数は年による変動が大きく，また，種に
より異なるが最低 1 個体から最大 6 個体につ
いての情報が得られた（表 1 ）．

以下に種別の捕獲状況と生存期間について述
べる．

本稿で記載した生存期間は，初放鳥から再捕
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獲までの期間であり，初放鳥までの期間及び再
放鳥後の生存期間は不明であり，生存期間＝寿
命とはならない．

1．アカコッコ
10 年間で 52 個体を放鳥し，7 個体を再捕獲

した．再捕獲率は 13.5 ％であった． 
捕獲された個体は羽色，虹彩の色等の齢査定

の結果から，いずれも捕獲の前年以前に巣立っ
た個体であった．生存期間は 7 ヵ月から 3 年 0
ヵ月であった．吉安ら（2020）では，5 年 10
ヵ月と 4 年 1 ヵ月の記録がある．再捕獲まで
の期間が最も長かったのは，2015 年に放鳥さ
れ，2018 年に再捕獲されたオスの成鳥であっ
た．この個体は，初捕獲時に幼羽から成鳥羽に
換羽後 1 年程度残る大雨覆先端のバフ斑（GC
斑）がなかったことから，初放鳥時に 1 年以上
生存していると考えられたため，4 年以上生存
している可能性が高い．　

2．メジロ（亜種シチトウメジロ）
10 年間で 109 個体を放鳥し，6 個体を再捕

獲した．再捕獲率は 5.5 ％であった．生存期間
は，7 ヵ月から 4 年 10 ヵ月であった．吉安ら

（2020）では，メジロで 6 年 10 ヵ月と 6 年 1
ヵ月の記録がある．本調査地において，再捕獲
までの期間が最も長かったのは，2019 年 7 月
に放鳥され，2024 年 5 月に再捕獲された個体
であった．この個体は，初捕獲時に総排泄口が
突出していたことから，その年に巣立ちをした
個体ではなく，前年以前に巣立ち，繁殖年齢に
達しているオスの成鳥と考えられたため，再捕
獲時には 5 年以上生存している可能性が高い．

3．ヤマガラ（亜種オーストンヤマガラ）
10 年間で 24 個体を放鳥し，5 個体を再捕獲

した．再捕獲率は 20.8 ％であった． 生存期間

は，7 ヵ月から 3 年 1 ヵ月であった．吉安ら
（2020）では，ヤマガラで，10 年 7 ヵ月と 10
年 6 ヵ月の記録がある．本調査地において，再
捕獲までの年数が最も長かったのは，2021 年
4 月に放鳥され，2024 年 5 月に再捕獲された
オスの成鳥であった．この個体は，初捕獲時に
成鳥であったため，3 年以上生存している可能
性が高い．

4．イイジマムシクイ
10 年間で 49 個体を放鳥し，4 個体を再捕獲

した．再捕獲率は 8.2 ％であった．いずれの個
体も初捕獲が 5 月であり，捕獲の前年以前に巣
立ち，越冬地へと渡り，再度三宅島へ戻って来
た個体であるため，初捕獲時に 1 歳以上の年齢
となっていると考えられた．生存期間は 2 年 0
ヵ月から 7 年 0 ヵ月であった．吉安ら（2020）
では，3 年 10 ヵ月と 2 年 9 ヵ月の記録があり，
今回の報告により大幅に更新された．本調査地
において，再捕獲までの年数が最も長かったの
は，2018 年に初捕獲され，2025 年に再捕獲
されたオスの成鳥であった．この個体は，初捕
獲が 5 月であり，前年以前に巣立った成鳥と考
えられたため，7 年以上生存している可能性が
高い．

5．シジュウカラ
10 年間で 20 個体を放鳥し，3 個体を再捕獲

した．再捕獲率は 15.0 ％であった．生存期間は，
0 年 10 ヵ月から 1 年 11 ヵ月であった．　吉
安ら（2020）では，7 年 11 ヵ月と 7 年 5 ヵ
月の記録がある．再捕獲までの年数が最も長か
ったのは，2021 年に初捕獲され，2023 年に
再捕獲されたオスの成鳥であった．この個体は
初捕獲時に虹彩の色等から前年以前に巣立った
成鳥と考えられたため，2 年以上生存している
可能性が高い．
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6．ウグイス
10 年間で 57 個体を放鳥し，3 個体を再捕獲

した．再捕獲率は 5.3％であった．生存期間は
0 年 8 ヵ月から 1 年 1 ヵ月であった．吉安ら

（2020）では，9 年 0 ヵ月と 6 年 11 ヵ月の記
録がある．本調査地において，再捕獲までの年
数が最も長かったのは 2022 年に初捕獲され，
2023 年に再捕獲されたメスの成鳥であった．
この個体は初捕獲時に虹彩の色等から成鳥と考
えられたため，2 年以上生存している可能性が
高い．

7．コマドリ（亜種タネコマドリ）
10 年間で 59 個体を放鳥し，3 個体を再捕獲

した．再捕獲率は 5.1 ％であった．生存期間は，
6 ヵ月から 5 年 4 ヵ月であった．吉安ら（2020）
では，コマドリで 4 年 11 ヵ月と 4 年 0 ヵ月の
記録があるが，今回の記録はこれを更新するも
のである．本調査地において，再捕獲までの年
数が最も長かったのは，2019 年 12 月に初捕
獲され，2024 年 5 月に再捕獲されたオスの成
鳥であった．この個体は初捕獲時に大雨覆先端
のバフ斑がなく，前年以前に巣立った成鳥であ
ると考えられたため 6 年以上生存している可能
性が高い．　

8．オオコノハズク（亜種：オオコノハズク）
10 年間で 3 個体を放鳥し，1 個体を再捕獲

した．再捕獲率は 33.3 ％であった． 生存期間
は，3 年 0 ヵ月であった．この個体は初捕獲時
に羽色，羽の形状，虹彩の色から見て成鳥であ
ったため，3 年以上生存しているものと考えら
れた．吉安ら（2020）では，オオコノハズク
で 8 年 10 ヵ月と 6 年 2 か月の記録がある．な
お本種は冬季の 11 月及び 12 月にのみ捕獲さ
れており，4 月から 10 月にかけては捕獲され

ず，また，鳴き声，目視による確認もないため，
調査地及びその周辺を冬季のみ利用している可
能性が高い．

以上のように，イイジマムシクイ，コマドリ
の生存期間が吉安ら（2020）から更新された
こと，イイジマムシクイは，海外と日本を行き
来する渡り鳥でありながら，これまで確認され
ていたよりも長い期間生存し，繁殖を継続して
いる可能性が示唆されたことは鳥類標識調査の
成果の一つであると考えられる．今後も三宅島
における鳥類標識調査を継続することにより，
三宅島に生息する鳥類の生存期間の更新が期待
できるものと考えている．
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Lifespan of eight bird species inhabiting Miyake-jima Island, Izu Islands

Akio Nakano*

Nakano Natural Environment Survey Office. 3-37-10 Sengoku, Bunkyo-ku, Tokyo

I report on the lifespan of eight species of birds based on recaptures during a bird banding 
survey on the Miyake-jima Island, Izu Islands, Japan. Recapture records were obtained for eight 
species: Turdus celaenops, Zosterops japonicus (subspecies: Z. J. Stejneger), Sittiparus varius (subspecies: 
S. v. owstoni), Phylloscopus ijimae, Parus cinereus, Horornis diphone, Larvivora akahige (subspecies: 
L. a. tanensis) and Otus semitorques. Among these, the longest lifespans recorded to date were for 
Phylloscopus ijimae and Larvivora akahige.  The survey will continue, with additional records expected 
to further clarify species longevity.
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